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（担当 木材部 上席専門研究員 東野 正）   

スギ製材品と集成材について スギ製材品の長柱座屈強度について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

１ 研究のねらい 
 建築構造用部材の柱に必要とされる強度性

能として長柱座屈強度がある。これは、柱に屋

根部分や２階床の荷重などがかかる時の強度

性能であり、実際的な柱材の強度の評価の指標

となる。 
今回は、県産スギ製材品と集成材について長

柱座屈強度性能を明らかにする。 
 
２ 試験方法 
(1) 試験材料：県産スギ（材長３ｍ）の 10.5cm

角製材品及び10.5cm角と 12cm角のスギ集成

材を試験に供した。製材品については背割り

材も試験材に加えた。 

(2) 試験方法：材の両端を固定し、材軸方向に

荷重を加える長柱座屈試験（細長比λ＝90

～100）を行い、座屈強度を測定した。 

 

３ 結 果 

座屈強度を、10.5cm 角で背割りのない製材

品と集成材と比較すると、ほとんど差が認めら

れなかった。集成材では、10.5cm 角材に対し

12cm 角材が高い値を示した。 

背割り材で、背割り方向と材の変形方向との

関係をみると、座屈強度にほとんど差はなかっ

た。無背割り材との背割り材の比較では無背割

り材がやや低い値を示した。 

しかし、曲げヤング係数と座屈強度には高

い相関関係があり、無背割り材の曲げヤング

係数がやや低かったための影響と考えられ、

背割り材の座屈強度が高いということはない

と考えられる。 

 

４ 成果と今後の進め方 
 スギの製材品と集成材の座屈強度が明らか

になった。 
 今後は、他の県産樹種についても検討する

予定である。 
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スギの長柱座屈試験の状況 

表－１　スギ長柱座屈試験結果

材種 寸法 背割れ 変形の方向

Ru MOE Efr σｋ σcal σcal
cm g/cm3 tonf/cm２ tonf/cm２ kgf/cm2 kgf/cm2 kgf/cm2

製材品 10.5 無 0.39 69.8 70.5 62.6 69.3 69.9
製材品 10.5 有 背割りと変形方向が平行 0.40 73.0 74.4 70.4 72.5 73.8
製材品 10.5 有 背割りと変形方向が直角 0.40 75.2 74.1 73.9 75.3 74.2

集成材 10.5 無 積層方向と変形方向が平行 0.40 73.1 72.9 62.6 70.3 70.1
集成材 12 無 積層方向と変形方向が平行 0.39 69.1 73.5 80.6 86.7 92.1

10.5cm角の細長比　λ＝100 12.0cm角の細長比　λ＝90
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